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機関リポジトリとは何か
機関リポジトリとは何か
物理的には：
Webサーバ＋DB＋リポジトリシステム
OAI-PMHに対応
本体(object)とメタデータとを格納
メタデータのみSPにハーベストされる
システムには世界共通のものもある
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Webサーバ＋DB＋リポジトリシステム
OAI-PMHに対応
本体(object)とメタデータとを格納
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ひとまず
後回しでOK
機関リポジトリとは何か
意義は：
 機関内の学術成果（教育・研究）を集めて発信
 Web上で電子的に提供
 無料，本文まで利用可，永続的
 機関内の発信者のためのサービス
4
発信者は
誰だ？！
5とある先生のサイクル
情報入手
教育・研究
受入・目録
レファレンス
ILL
多くの人に読んで
もらいたい
どこに
出そうかな
成果発表
6情報入手
成果発表
教育・研究
受入・目録
レファレンス
ILL
Repository helps you
リポジトリ
7とあるプロジェクトの運命
大阪大学21世紀COEプログラム「インターフェイスの人文学」(2002-3,2004-6) http://www.let.osaka-u.ac.jp/coe/web/
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大阪大学21世紀COEプログラム「インターフェイスの人文学」(2002-3,2004-6) http://www.let.osaka-u.ac.jp/coe/web/
9Repository saves you
何を入れるか
• 機関の教育・研究成果ならなんでも
–既に他で出版・流通されているもの
•学術雑誌論文
•一般雑誌論文
•紀要
•単行書
：
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何を入れるか
• 機関の教育・研究成果ならなんでも2
– いわゆる「灰色文献」
•学位論文（博士，修士）
•学会・シンポジウムの予稿集，資料，会議録
•学内研究プロジェクト報告書，関連資料
•科研費報告書
：
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何を入れるか
• 機関の教育・研究成果ならなんでも3
–従来の出版流通にのらなかったもの
•学際領域の新規ジャーナル
•教材，テキスト
•出版社から「採算が取れないので出せない」とい
われた専門書
：
12
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日本の学術情報政策
• 2009年：『大学図書館の整備及び学術情報
流通の在り方について（審議のまとめ）』
→「日本の機関リポジトリ数は世界のトップクラス」
→「より一層充実推進させるべし，大学事業としての
位置づけ，図書館での業務定着，維持管理」
• 2010年：『大学図書館の整備について（審議
のまとめ）‐変革する大学にあって求められる大
学図書館像』
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2010.12『大学図書館の整備について
（審議のまとめ）』より
機関リポジトリは，研究者自らが論文等を登載し
ていくことにより学術情報流通を改革するととも
に，その公開の迅速性を確保するものである。
それと同時に，大学等における教育研究成果の
発信を実現し，社会に対する教育研究活動に
関する説明責任の保証や，知的生産物の長
期保存などを図る上でも，大きな役割を果たす
ものである。
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2010.12『大学図書館の整備について
（審議のまとめ）』より
大学としての情報戦略の下で，大
学図書館が，学内外の知の集積
拠点であり，そのアクセスの窓口と
して機能する
Open Access
リポジトリをもつ理由
灰色文献の可視化
会議録，シンポ資料，各種報告書
Serials Crisis 対抗
雑誌高騰による学術情報寡占への反対
機関の説明責任
教育，研究の成果公開
一般社会への貢献
著者の発信支援
学際/複合領域・新たなコミュニ
ティとの交流，研究者としての
可視性向上
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共同リポジトリ
ShaReの報告書から
みんなで作ろうリポジトリ
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（地域）共同リポジトリ
現在，国内に8つ（9つ目の青森県域
が試験公開中）
http://www.lib.hiroshima-u.ac.jp/share/share.html
共同リポジトリの現在
19共同リポジトリプロジェクト報告書 http://www.lib.hiroshima-u.ac.jp/share/seika/ShaReReport.pdf
共同リポジトリの現在
20共同リポジトリプロジェクト報告書 http://www.lib.hiroshima-u.ac.jp/share/seika/ShaReReport.pdf
重要なことは
• 持続する体制作り
• 県域のコミュニティ形成
–勉強会
– メーリングリスト
– （リポジトリを含めて）何でも聞ける仲間をつくる
• そのコミュニティで解決しなければ，DRFへ
「ホスト機関に全部お任せ」は…無理
21
機関全体の事業
とするために
巻き込み作戦
• 他部局（事務方）を巻き込む
–学務
–研究協力
–社学連携・広報
22
巻き込み作戦2
• 教員・研究者を巻き込む
• 先生と最も近い場所＝図書館カウンター
–千葉大学の例：リエゾンライブラリアン
– ILL受付データのうち，自機関関係をチェック
• 記念インタビュー
– とにかく，先生の話を聞きに出かけていく
• マスコミ・プレスリリースとの連動
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京大の事例：賞をとったら…
24
受賞論文・
人気コンテ
ンツ
KURENAI_
Update
KURENAI_update
25
RSS→twitter
小樽商科大の事例：インタビュー
26
登録件数100件ごと記念
新任教員の登録記念
インタビューページ
27
北大の事例
28
“Washipedia” Original Journal
HUSCAP
観光学高等研究センター x 地域の共同研究の発信
プラットフォームとして活用
山村, 高淑『地域と研究者を結ぶプラットフォームとしてのリポジトリの可能性 : 研究成果を地域に還元するため
のHUSCAP活用の試み』（2009.11.27第5回DRFワークショップ発表） より http://hdl.handle.net/2115/39834
業務の実際
ちょこっと，リポジトリのしくみ
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ハーベストメタデータ
ちょうだい
junii2で
OAI-DCで
NDLTDで
どぞー
*クロスウォーク
相手の項目に対
応してメタデータを
わたす
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ちょこっと，リポジトリのしくみ2
それぞれに，本文（一次情報）を保持
機関
リポジトリ
機関
リポジトリ
機関
リポジトリ
機関
リポジトリ ・・・
OAI-PMHでメタデータのみ取得
SP
DP
野中雄司「メタデータ概論」 H21年度学術情報ポータル担当者研修講義（2009.8.5）を一部改変 30
著作権
ポイント：
• 誰が著作権を持っているか
• 誰が登録したがっているか
SHERPA/RoMEO
SCPJ
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悩んだら
みんな仲間です
• とりあえず誰かに聞く
– DRF
–隣の大学
– UsrCom（匿名で質問ができる）
• その悩みは，みんな持ってる
「たのしい」はただしい
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ご清聴ありがとうございました。
